
04 ダブルリップ・サービス

あらすじ：

引き続き、監獄のを調査する勇者。

先日の快感の余韻が離れない。

頭では否定しつつも、密かに身体は男同士の禁じられたＨに、

期待してしまっているのであった…。

プレイ：

Ｗ乳首責め、Ｗ兜合わせ。

登場人物：

アル、イムル

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

シズナ：

勇者様。くれぐれも、用心して下さいね。

…友好的に見えても、魔物は魔物。

何を企んでいるか、わからないんですから…。

アル：

はっ……、はっ……、はっ……、はぁ……♥

ゴシゴシ、気持ちいい…？

んっ……、しょ……、しょ……、しょっ……♥

…？

おにい…ちゃん？　おにーちゃん？

もう。ボーッっとしちゃって。どうしたの？

え？　大きな、扉…？

あぁ…、お風呂の手前にあるやつでしょ？

あれはね…、いわゆる、独房の入り口。

ホントはあんなの作りたくないんだけどね。

なかなか、仲良くしてくれないコもいてねー…。

うん。

なんとそのコはね、

あの、勇者様のパーティの…僧侶さんなのっ♥

うん。

すごくかわいい子なんだけど、ちょっとばかし、やんちゃでね。

おとなしくしててくれれば、一緒にイイコトもできるのになぁ…♥

ふ～～～～～っっ♥♥

そう…。

昨日シた、みたいにねー…♥♥

おにーちゃん…。

きょうもぉ…、男の娘のぼくが、性処理…してあげよっかー？

あれ…すっごく、気持ちよかったよね…♥



男同士で、身体を、ちんちんを。

ぬりゅぬりゅ、ぬりゅぬりゅ～って、するの…♥

はぁ…、はぁ…、はぁ…。

あれだけじゃない。

も～っと気持ちいいプレイも、あるんだよぉ…♥♥

はぁ…、はぁ…、はぁ…。

イムル：

こーらっ。アル…。

あんまり、おにーさんをこまらせちゃだめだぞー…。

いやがってるじゃない…。

アル：

あ、イムル。

遅くまで、ご苦労様♥

おにいちゃん。この子はね。イムルっていうの。

ボクに負けないくらい、かわいいでしょ？

さらさらの黒髪に。起伏のない、ぷにぷにのカラダ♥　

すっごい、おいしそうでしょ…♥

イムル？

これはね…いやがってるわけじゃないの。

人間さんのあいだでは、このイヤイヤは、肯定のジェスチャーなんだよ…？

イムル：

ホントかなぁ…。ね、おにいさん。お顔…見せてみて…？

じーーー……。

んー…、確かに、お顔赤くて…昂奮してるようにもみえるけど…。

まだわからないなぁ。

じゃあ、こう、正面からぁ、お顔近づけて～……っと。

んーーー……、、、んっちゅっっ♥♥

ふふ。キスしてみれば、すぐ。わかるよね？

んちゅっ♥　ちゅぷっ♥　あむ、んちゅううっ♥♥

このとおり、おちんちんがしっかりとついてるボクにぃ…、

ちゅっ…、ちゅぷ…、ちゅぷ…、キス、されて…、

んっ…、ちゅぷ…、ちゅぷ…、んちゅうっっ♥♥

はぁ…。普通の人間は、勃起するワケないからね…。

舌も。しっかり入れて…

あむ、んむ、んむ、んじゅるっ…。

ぐるぐる絡めれ…。

んじゅ、じゅじゅ、じゅるる、あむ。んじゅ、んじゅるるるっっ…♥♥

ン……、あれれ…？　おにーさん。

タオルがなんか…ムクムク…もちあがってきたよ…？

どうしたのぉ…？　ふふっ…。



ほーら、逃げないの。頬を手で、しっかり挟み込んで…。

んむっ。んちゅ、ちゅぷ、ちゅぷ、ちゅる、

んは、唾液も、流し込んで…。

じゅる、じゅる、じゅるるる。んむ、じゅる、じゅるる、じゅるっ。

人間の間では、男の娘とのエッチは嫌悪されてるってきいたけど…。

おにーさんのちんちんをみた感じじゃ…、そんなことないみたいだね…？　

ふふふっ…♥

違う…？　なにが、違うの…？

普通の人はね…オトコノコとのキスなんかで、

立っちゃったりしないんだよ？

こう、唾液…ためて…。おちんちんに、垂らして…♥

じゅる、じゅるるっ♥　んぁーーーーー………。。

じゅるるっ♥♥

んふふっ…。僕のツバ、カメさんに命・中っ♥

真上向かせちゃってるから、敏感な鈴口に、パチャッ、て、かかっちゃったね♥♥

熱いの？　ビクンビクンして、喜んじゃって♥♥　

よーし、じゃ、もっと、気持ちよくしてあげようね♥

ぜんぜん、男の子に、抵抗なさそうだし…♥

いいから、ほら。

マットに、おにいさんを、押し倒して…、んっ…。

腕を、頭の上にもってきて。手首、魔法の手錠で縛って…っと。

うん。まな板の上の鯛だね？　おにーさんっ♥　ちゅっ♥

アル：

ちゅっ♥

そう。これから、おにいちゃんはぁ…。

ボクたちに、調理されちゃうの。

今日は、特別に。男の娘のおクチを使ってね…♥

ほら、ほっぺにぃ…、

ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ♥

ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ♥♥

じゅーるっ…、じゅーるっ…、じゅーるっ…♥

れぅ～～～～っっ♥♥　れるぅぅ～～～～っっっ♥　れるるぅ～～～っ♥♥

ちゅっ、ちゅっ♥　ちゅっ、ちゅっ♥　ちゅっ、ちゅっ♥

ちゅっちゅっちゅっ、ちゅっちゅっちゅっ、ちゅっちゅっちゅっちゅっちゅっ♥♥

ん……ちゅぽっ♥　ん……ちゅぽっ♥　ん……ちゅぽっ♥　ん……ちゅぽっ♥　ん……ちゅぽっ♥

ちゅっぽっ♥　ちゅっぽっ♥　ちゅっぽっ♥　ちゅっぽっ♥　ちゅっぽっっ♥

ちゅぽちゅぽちゅぽちゅぽ♥♥

イムル：

反対側…、



ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ♥

ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ♥♥

男の娘のお口、大好きにしてあげるね…♥

んちゅ…、ちゅぷ…、ちゅぷ…、んちゅっっ…♥♥

キスしながら、ちゅぷ、ちゅぷっ、徐々に下に降りていって…、

ちゅっ、ちゅっ、顎を通って…。

首筋…、じゅるっ、じゅるる、あむ、じゅる、じゅるるっ。

鎖骨の出っ張り、左右に、じゅーるっ、じゅーるっ、じゅーるっ♥

れぅ～～～～っっ♥♥　れるぅぅ～～～～っっっ♥　れるるぅ～～～っ♥♥

はぁっ…。おにいちゃん。もーっと、リラックスして？

全身の力。ボクたちのリップで。吸い取ってあげるから…。

アル・イムル：

エナジードレイン、してあげるから…。

ふふふっ…。

イムル：

特に凝った肩や、二の腕の筋肉には、

やわらかい唇、ぎゅ～って、おしあてて……、んむ…。

ちゅうううっっ～～…、ちゅぽっっ♥♥

こんなふうにちゅぽちゅぽして、コリを、ほぐしてあげるね…♥

んっ…、ぽっ♥　んっ…、ぽっ♥　んっ…、ぽっ♥　んっ…、ぽっ♥　んっ…、ぽっっ…♥

ちゅっぽっ♥　ちゅっぽっ♥　ちゅっぽっ♥　ちゅっぽっ♥　ちゅっぽっっ♥

ちゅぽちゅぽちゅぽちゅぽちゅぽ♥♥

腕を南下して…、あむ、じゅるる、じゅる、

手首…ちゅぷ、ちゅぷ、じゅるるっ♥♥

指は…ほら、順に、僕たちに突きだして？

クチビルで、一本一本、しごいてあげるから…、はむ…。

んじゅっ…、んじゅっ…、んじゅっ…、んじゅっ…、んじゅっ…♥

んじゅっ…、んじゅっ…、んじゅっ…、んじゅっ…、んじゅっっ…♥

んふふ。おにいさん。みとれちゃって。

オクチで、棒をしゃぶられて…。じゅぷ…、じゅぷ…、じゅぷ…、じゅるる…。

なにか、思うこと、あるのぉ…？♥

んじゅっ…、んじゅっ…、んじゅっ…、んじゅっ…、んじゅっ…、

フフッ…♥

じゅるっじゅるっじゅるっ、んじゅるるっ♥♥

一気に足先に移動して…。んっっ。

今度は下から。ちょっとずつ、上に上がっていくね…。

しゃぶって、舐めて、吸いついて…。

アル・イムル：

ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっ…♥

ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっ…♥



れる…、れる…、れる…、れる…♥

れる…、れる…、れる…、れる…♥

れぅ～～♥　れぅ～～♥　れるるぅ～～♥

んー、ちゅっっ♥♥　んー、ちゅっっ♥♥　んー、ちゅっ♥　んー、ちゅっ♥

ちゅっちゅっちゅっちゅっちゅっ♥♥

ちゅっちゅっちゅっちゅっちゅっ♥♥

ちゅっ♥♥

アル：

あははっ♥♥　やだぁ、おにいちゃん。キスの度にビクンビクンしちゃって。

そんなんじゃ、内ももに吸いつかれたら…どうなっちゃうの…？

さわ…、さわ…。ここ、快感神経集まってるから…、

チュウチュウされる度…、ほぉら…。

ちゅうう～っ♥　ちゅうう～っ♥　んっっちゅううう～～っっ♥

快感が、横のおちんちんに、響いてきちゃうでしょ…？

ほーら、つけね、ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっっ…♥

ちゅっちゅっちゅっちゅっ、ちゅっっ♥♥♥

ちゅぷっ♥　ちゅぷっ♥　ちゅううっ♥♥

ふふっ。タマタマもパンパンにしちゃって♥♥

さす…、さす…。すっごい、苦しそうだね…。

でも、これはまだ、おあずけ…♥

イムル：

続きっ♥

北上して。ぷにぷにのおなか、キスして…。

んっ、ちゅっ、ちゅっ、ちゅううっ♥

あばらの一本一本にも、舌這わせて…。

れるぅぅぅぅぅ……。れるるるぅぅぅぅぅ……。

れるるるぅぅぅぅぅ…っっ♥♥

次は…、んふふ♥

お　ま　ち　か　ね　♥

おにーさんの乳首に、とうたーつ♥

わぁ…。やだ…♥　もう、ツンと、とがらせちゃって。

ここにきてまだ数日なのに。

もうこんなにエッチにされちゃったの…？　ねぇ…。

舌先で…、つん、つん…♥　つん、つんっ♥

乳首の外周、れるれるれる、れるれるれるれるぅ…♥

くふふ…♥　ピクピクしてる…♥

さぁ、そろそろ…、くわえちゃうよ？

ひとりでもヤバイのに…。二人同時に吸いつかれたら。どうなっちゃうのかな～？

おかしくなっちゃうかもね…？　おにいさん。



んふふ…♥♥　やめないよー♥

いっただっきまーっす♥♥

アル・イムル：

んちゅっ、ちゅうううぅぅぅっっっっっ♥♥♥

イムル：

あははっ。のけぞっちゃっれ♥

まだまだらよ♥

くわえらままぁ…、あむ、じょじょに、吸いつく範囲、狭めていって…。

じゅる、じゅるる、じゅるるっっ♥♥

乳首の芯を、ぎゅって、くわえて、すい、あげてっ……♥♥

アル・イムル：

あむ、じゅるる、んむっ♥♥

んっちゅううぅぅぅぅぅ～～～っっっ……♥♥♥

ちゅっ、ぽんんっっっ♥♥♥♥

イムル：

あはははっ♥♥

おにいさん、すっごい、跳ねて…♥♥

あむ、ちゅぷ、ちゅうううっ♥♥

んあ、こ、こら、あばれないの…♥♥

じゃ、、動けないように、ほら、

両側から、ふとももにカラダ半分乗せて、おさえこんで…。。

アル・イムル：

きゃんっ♥♥

イムル：

あ、んっっ…。

わ、この、体制になると…。

ボクたちのおちんちんが、

ちょうど、おにいさんに、当たる、ね…♥♥

ほら、３つのエッチな先端、ちゅっ…♥　ちゅっ…♥　って、キスしてる…♥♥

はっ……、はっ……、はぁ……、はぁ…っっ♥♥

亀頭、あっついね…♥♥

ほら、ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっっ…♥♥

ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっっ…♥♥

はぁ……、はぁ……、はぁ……、はぁ……、

はぁ……、はぁ……、はぁ……、はぁ……♥♥



アル：

ちゅぷ…、ちゅぷ…、ぷは…。

おにいちゃんは、兜合わせ、だーいすきだからね。

昨日もこれで、きもちよくなってたもんね…♥♥　

んふふっ…♥

ほら、こっち側からも♥

ボクの先走り、ぬりゅぬりゅ、亀さんに塗りこんで～♥♥

ほら…、ほら…♥　はぁ…、はぁ…♥　ほ～～らっ♥

びっくんびっくんしてる♥　ぬるぬるで、きもちい？

ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっ…、

ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅ～っっ♥♥

ふふふっ…♥♥

イムル：

おにーさん？　上のお口からもヨダレ垂らしちゃって…。

なめとるからね…？

はむ、んちゅ、じゅる。じゅる、じゅるる、じゅるるっ……♥

ね……。おにーさん、今の状況…わかってる？

自分よりもちっちゃい男の娘に。

おちんちんでおちんちんいじめられて、喜んじゃってるんだよ。

普通なら、ありえないんだよ？　こんなので、喜ぶなんてこと…。

同時に乳首も、ちゅっちゅされて。

ちゅっ♥　ちゅっ♥　ちゅっ♥　ちゅっ♥



あむ…、はむ…、ちゅぷ…、ちゅううっっ♥♥

攻められるたびに「あっ、あっ♥」って、メスみたいな声あげちゃって。

人間のオスとして……はずかしく…ないのぉ…？

ねーえ…？♥

あむ、んちゅ、ちゅぷ、ちゅぷ、ちゅぷ…。

じゅる…、じゅる…。ちゅぷ…、ちゅううっ…♥♥

アル：

ちゅぱっ…、ちゅぱっ…、ちゅぱっ…。

おにーちゃーん…♥　やめてほしいならさ…、

おちんちん、小さくしてみなよ…。

こんなに大きく、真っ赤にしてるから、

ボクたちはいじめたくなっちゃうんだよ…？

ほ～ら。ぼくのちんちん。おおきく、スイングさせて～…♥

えーーいっ♥♥

ぺっちーん♥♥

あははっ♥　どう？　おちんちんビンタ♥

えっちなおにいちゃんは、んっっ、おちんちんで、しつけてあげるからね。

ぬるぬるおちんちんで、

ぴち…、ぴち…♥　ぴち…、ぴち…♥　ぴち…、ぴち…っっ♥♥

どう？　おにいちゃん。こんなことされても。

まだ、おっき、しちゃうの？？♥

んっっ…♥♥　はっっ…♥♥　はっっ…♥♥　んあぁ…♥♥

はっっ…♥♥　はっっ…♥♥　はっっ…♥♥　はぁっっ…♥

ねえっ…？♥

イムル：

ぼくも、反対側、からっっ♥♥

おちんちん、ブン、ブ～ン…♥

ぺちん…、ぺちん…、ぺちん…、ぺっちーん♥♥

ぷにぷにの竿。ツルツルの亀頭さん。

ぺち…♥　ぺち…♥　ぺち…♥　ぺち…♥

ぺち、ぺち、ぺちっ♥♥

ん～？　あれ～？　おっかしいなぁ…♥

ぜんぜん、小さくならないぞ～？？

んっっ…♥♥　はっっ…♥♥　はっっ…♥♥　んあぁ♥♥

はっっ…♥♥　はっっ…♥♥　はっっ…♥♥　はぁっっ♥♥

アル：

それどころか、もーっと、血があつまって…♥

パンパンに、なっちゃってない…？？



んっ…、はぁ…、はぁ…、はぁっ…♥♥

ビンタの度、さきばしり、「ぴゅぴゅっ」って、吹き出させて…♥♥

えい…、えい…、えい…、え～いっっ……♥♥

お顔も、なんで、トロットロに、なっちゃってるの…？

おくち半開きで、はぁはぁ、しちゃってるの～？

イヤなんじゃじゃないの？？

こういうふうに、おちんちん、くちゅくちゅ…、ぬちゅぬちゅ…、からめられるの、

キライなんじゃ、なかったの…？？

くちゅ…♥　くちゅ…♥　くちゅ…♥　くちゅ…♥

んぁ…♥♥　あっっ…♥♥　あっっ…♥♥　んぁぁ…♥♥

んぅ…♥♥

みんなのおちんちん、どんどん熱く、硬くなって…、

腰、しびれてきた…♥♥

アル：

はっ…、はっ…、はっ…、はっっ…♥

んっ…♥♥　はっ…♥♥　はっ…♥♥　はっっ…♥♥

ふふ、あははっ♥　おにいちゃん、アンアン言うだけになっちゃったねっ♥♥

ちっちゃい男の娘に乗られて、おちんちん、クチュクチュ絡められて。

オスなのに、あたま、トロトロされちゃってるんだねっっ♥♥

はっ…、はっ…、はっ…、はっっ…♥♥

んぅぅ…♥



じゃあ、そろそろ、イかせて、あげるっ♥

ぼくたちも、もう、我慢、できないから…っ♥♥

ほらもっと、３人のおちんちん、ぎゅうぎゅう、おしつけあって…♥♥

アル・イムル：

んんうううっっ♥♥

アル：

それで、腰、めちゃくちゃに、うご、かしてっっ♥♥

んあっっ…♥♥　あっっ♥♥　あーーっ♥♥

あっっ♥♥　あっっ♥♥　ひぁ♥♥　ひぁぁ……っっ♥♥

本能のままに…、快感、むさぼるよーに…ッッ♥♥

ンっっ♥♥　ン゛っ♥♥　ン゛っっ♥♥　ン゛っっっ♥♥

あっっ♥♥　あっっ♥♥　ア゛っっ♥♥　んア゛あ゛っっ♥♥

はっっ♥♥　はっっ♥♥　はっっ♥♥　はっっ♥♥　はっっ♥♥

はっっ♥♥　はっっ♥♥　はっっ♥♥　はっっ♥♥　はっっ♥♥

イムル：

んあっっ♥♥　あっっ♥♥　あーーっ♥♥

あっっ♥♥　あっっ♥♥　ひぁ♥♥　ひぁぁ……っっ♥♥

あ゛っっ♥♥　あ゛っっ♥♥　あ゛っっ♥♥　あ゛っっっ♥♥

あ゛っっ♥♥　あ゛っっ♥♥　あ゛っっ♥♥　うぁ゛っっ♥♥



おにーさん、おにーさぁんっっ♥♥

もっと、もっと、男の娘に、おぼれてっっ？？♥♥

２本のおちんちんで責められてるよーに、

２つの乳首もしゃぶり尽くしてあげるから……っっ♥♥

アル・イムル：

あーーーーむっ♥♥

んちゅっ！　ちゅぷっ！　チュウウ！　チュウウゥゥゥゥゥッ♥♥

じゅるっ♥♥　じゅるっ♥♥　じゅるっ♥♥　んじゅっ♥♥　んじゅるるるっっ♥♥

んじゅっ♥♥　んじゅっ♥♥　んじゅっ♥♥　んじゅっ♥♥　んじゅっ♥♥

じゅるっ♥♥　じゅるっ♥♥　じゅるっ♥♥　じゅるっ♥♥　じゅるるるぅぅ♥♥

イムル：

ふは、さぁ、イこ…？　イっちゃお…？？　おにー、さんっっ♥♥♥

はっっ♥♥　はっっ♥♥　はっっ♥♥　はっっ♥♥

おちんちんがっ、ネバネバの、グッチャグチャになってるみたいにっっ♥♥♥

はっっ、はっっ、ハッッ、はっっ、はっっっ♥♥♥♥

頭もぐっちゃぐっちゃに、トロケさせ、ながらぁっ♥♥♥♥

乳首ッ、れるれるれるれるれる、れるれるれるれるれるれるれるれる、

ほら、男の子に、おっぱいと、おちんちんいじくられて、感じ、させられてっ♥♥

じゅるっ♥♥　じゅるっ♥♥　じゅるっ♥♥　じゅるっ♥♥　じゅるるっっ♥♥

おもいっきりっ、おもいっきりっっっ、イっちゃえっ♥♥♥

あ～むっっッ♥♥

アル・イムル：

じゅっ♥♥♥　じゅっ♥♥♥　じゅっ♥♥♥　じゅっ♥♥♥　じゅっ♥♥　

ン゛ッッ♥♥ン゛ッッ♥♥ン゛ッッ♥♥ン゛ッッ♥♥ン゛ン゛ッッ♥♥♥

ほらっ、おにい、ひゃんっ、、おにい、ひゃんっっ♥♥

んじゅっっ♥♥んじゅっっ♥♥んじゅっっ♥♥んじゅっっ♥♥んじゅっっ♥♥

じゅぶっっ♥じゅぶっっ♥じゅぶっっ♥じゅぶっっ♥じゅぶぶううぅっっ♥♥

ほらっ、じゅぶっっ♥♥　じゅぶっっ♥♥　じゅぶぶぅぅ♥♥

イっぢゃえっ！！、イっぢゃえっ！！、ほらぁぁ♥♥♥

んぢゅっんぢゅっんぢゅっんぢゅっんぢゅっぢゅぢゅっ！！

ぢゅっぢゅっぢゅっぢゅっぢゅっぢゅっぢゅっぢゅっぢゅっぢゅっぢゅううっっ！！！♥♥♥♥

とど、めぇぇっ！！♥♥♥

あ～～～～、、むっっっ♥♥♥

んんじ　ゅ　る　る　る　る　る　るるぅぅぅ……♥♥♥

ンフ、ンフ…、、♥♥♥

んんじゅ　る　る　　る　　る　　る　　る　る　る　るるるゥゥ～～～ッッッッッ♥♥♥



アル・イムル：

ん゛む゛う゛ううううううううぅぅぅぅぅぅ♥♥♥

ん゛っっ♥♥　ん゛っっ♥♥　ん゛っっ♥♥　ん゛ん゛っ゛っっ♥♥♥

んむ　、、んあ゛、ひぁあぁぁああ♥♥

あ゛ッ♥　あ゛ッ♥　あ゛ッッ♥

あ゛ッ♥　あ゛ッ♥　あ゛ーーーッッッ♥♥♥♥

はっっ♥　はっっ♥　んっっ♥　はっっ♥

はぁっ…♥　はあっ…♥　はぁっ…♥　はぁっ…♥

イムル：

れてる、でてるっ♥♥

３人のせーしっ、どぴゅどぴゅ、どぴゅどぴゅ、でちゃってるっ♥♥

おちんちん絡みあいながら、ビクンビクンして、

みんなのカラダに、かけあって、るぅっっっっ♥♥♥

あ゛っ…♥♥　あ゛っっ…♥♥　あ゛っっ…♥♥　あ゛っっ…♥

あっついっ、せーし、あっつい……っっっ♥♥

おにーさんっ、すごい、ビクビク、せーし、吹き上げさせて…♥♥

あっっ…♥♥　あっっ…♥♥　あつ（熱）…♥♥あつ（熱）っっ…♥　

やっ…♥♥　あっっ…♥♥　んぁ…♥♥　ふぁぁ……♥♥♥

とまら、ないっ…♥

んっっ…♥　はぁっ…♥　はぁっ…♥　はぁっ…♥♥

はぁっ…♥　はぁっ…♥　はぁっ…♥



はぁ…。。

こ、、こんなすごいしゃせい、久々、かも…♥♥

ほら、まだ出る、から、

のこり、おにーさんのおちんちんに、かけて、あげるね…♥

びゅっ……♥　びゅっっ…♥　びゅっっ…♥　びゅっっ…♥

あっつい…？　これ…っ？♥　ちんちん、とろけちゃう…？

インキュバスのせーしあびれば、もっとエッチになれるから。

ほら。うごかないで？　そのまま…。

アル、イムル：

びゅっ…、びゅっ…、びゅっ…、びゅっ…♥　

びゅっ…、びゅっ…、びゅーーっっ♥♥

アル：

さらに、ほら、鈴口に、鈴口、ぴったり、くっつけ…て…っ♥♥

んんっ♥　尿道に、せーし、ナカにながしこんであげるからね…♥

媚薬効果たっぷりのせーし、ほら、ぎゃく、りゅうっ♥♥

びゅっ…♥　びゅっ…♥　びゅっ…♥　びゅっ…♥♥

びゅっ…♥　びゅっ…♥　びゅっ…♥　びゅーーーっっ…♥♥

あはは、すっごい…♥　入れられる度、痙攣してる…♥

イムル：

おにーさんのお顔にも♥　ほら…、

ぴゅっ…♥　ぴゅっ…♥　ぴゅっ…♥　ぴゅっ…♥　

ぴゅっ…♥　ぴゅっ…♥　ぴゅっ…♥♥　ぴゅーっっ♥

アル・イムル：

はぁ…、はぁ…、はぁ…、はぁ…。

はぁ…、はぁ…、はぁ…、はぁ…。

はぁ…っ。。

（徐々にフェードアウト）

（04 ダブルリップ・サービス　おわり）


